
地域と学校はうまくいってます。
だから、このままでもう大丈夫ですよ。

すでに「地域に信頼される学校」を目指しており、地域の方はどんどん学校に入っています。

本当にこのままで大丈夫でしょうか？

□ 学校と地域の連携が、「頼まれたから」「前に手伝ってもらったから」

「断りにくいから」という理由のお手伝いになっていませんか。

□ 「依頼⇒支援」という受け身の関係が続いて、負担感ややらされ感、

不満がたまっていませんか。

□ 5年後、10年後、その先も持続可能な活動や仕組みですか。

ある学校の
校長先生

これからの学校と地域の目指す連携・協働の姿とは？

「協働」とは、立場の異なる人たちが、同じ目的
のために対等の立場で主体的に動くこと。
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“相互補完”

共通の目標が設定されると、お互いに前向き
な姿勢で取り組むことができますね。

役割分担しながらそれぞれが
主体的に取り組むので達成感
が味わえます。

Action（アクション）
令和２年 ６月

岡山教育事務所生涯学習課～ できることを あるものを使って 今いるところで はじめよう ～

本当にうまくいってる？編
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ほら～。結構やってるよ～。

『コミュニティ・スクール』
みたいになってるよ。

この地域の方は、皆さん
協力的だからね～。

子どもたちの「生きる力」を育むために

学校づくり・地域づくりに関わる全ての皆さんへの情報紙


